
萩まちあるきマップ

維新の里 史跡案内図
〜松陰先生のふるさと〜

旧松本村地区
旧松本村地区にまつわるストーリー

旧松本村地区は、萩城下町の東郊にあり、吉田松陰
誕生地、墓所、松下村塾、松陰神社、東光寺をはじめ
多くの松陰門下生や志士たちの旧宅など維新ゆかりの
史跡が数多く点在する明治維新胎動の地です。この
マップを片手に、幕末の志士たちが歩いた道を、あなた
も歩いてみませんか。

旧松本村地区見学施設案内

ガイドのご案内

旧松本村を歩くときに味わいたい…

旧松本村季節暦

時間：9:00～17:00　年中無休
料金：大人500円、中・高生250円、

小学生100円
電話：0838-24-1027
住所：山口県萩市椿東1537（松陰神社境内）

松陰神社宝物殿
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文化財施設ガイド常駐
時間：9:00～17:00　年中無休　
料金：100円（小学生未満無料）
電話：0838-25-3139（萩市観光課）
住所：山口県萩市椿東1511-1
※文化財施設1日券（310円）対象施設

伊藤博文別邸

文化財施設ガイド常駐
時間：9:00～17:00　年中無休　無料
電話：0838-25-3139（萩市観光課）
住所：山口県萩市椿東1584-1

八江萩名所図画のうち東光寺の図 明治25年(1892)　木梨恒充著・山県篤蔵校訂　萩博物館蔵

松陰だんご 夏みかん
ジュース

夏みかん菓子

玉木文之進旧宅

萩藩を治めた毛利家奇数代藩主の菩提寺。総門・三門・
鐘楼・大雄宝殿が国の重要文化財に指定されている。
時間：8:30～17:00　年中無休
料金：一般300円、小･中学生150円
電話：0838-26-1052
住所：山口県萩市椿東1647
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松下村塾の塾生には、内閣総理大臣とな
った伊藤博文や山県有朋

やまがたありとも
、司法大臣となっ

た山田顕義
あきよし

、内務大臣になった野村靖
やすし

や品
川弥二

や じ
郎
ろう

など、明治以降に活躍した人物が
目立っています。彼らの史跡は旧松本村を
中心に各所に点在しています。

文久3年（1863）3月、高杉晋作は剃髪して「東行
とうぎょう

」と名乗り、十年の暇をもらって萩に戻り、松陰先生の墓
地の下で勉強をしようと、この旧松本村近辺に潜居しました。吉田松陰誕生地の近くには、「高杉晋作草庵跡
地顕彰碑」と書かれた大きな石碑がありますが、実際に高杉晋作が潜居していた正確な場所は現在も明らか
になっていません。高杉晋作はこの時のことを「草庵は近く漢山の峰有り、渓水は屋をめぐり、窓江に挑
む。この如き好景は見るよしなし」などと詩にしたため、閑静な谷里の風景を気に入っていたようです。

藩政時代、萩城下東郊にある松本村には、交通の要として
にぎわう松本市と、武士の住まいや農地、重臣の別荘地など
が広がっていました。

元禄４年(1691)、３代藩主毛利吉就
よしなり

は、城下を見下ろす場
所に東光寺を創建し、大雄宝殿

たいおうほうでん
や総門といった雄大で荘厳な

建物が造られました。吉就の没後、東光寺は毛利家の菩提寺
になり、以後、奇数代の藩主の墓が置かれました。

また、新道
しんみち

や扇
おうぎ

の芝
しば

、松本橋も東光寺と同時期に造られま
した。松本橋付近には、かつて、阿武川上流域の人々が朝風

とともに、薪や農産品を積んだ帆船で下って来
て、積み荷を下ろし、橋のたもとの船宿や居
酒屋で休憩した後、買い求めた日用品を積み

込み、夕日とともに帰っていきました。

金属を溶かし、様々な型に流し込んで武器や梵鐘
ぼんしょう

、鏡、鍋などを
つくる職人を鋳物師

い も じ
といいます。江戸時代、郡司鋳造所は萩藩を代

表する鋳物師・郡司家の工房
でした。鍋・犂先

すきさき
など生活用

具、あるいは寺院の梵鐘か
ら、長大な洋式大砲にいたる
まで、多様な銅・鉄製品がこ
の場所で造られ、科学技術で
近世～幕末の萩のモノづくり
に大きく貢献していました。

維新の影・志半ばで散った志士たち
久
く

坂
さか

玄瑞
げんずい

や高杉晋作、吉田稔麿
としまろ

を始め、
松陰先生の志を受け継ぎ、「草莽崛

そうもうくっ
起
き

」の
精神を実行しながらも、明治という新しい
時代をその目で見ずに散った多くの志士た
ちがいました。旧松本村には、彼らの魂を
まつった墓が集まっています。

松陰神社内ガイド
期間／3月21日頃～11月末まで

（土・日・祝）
料金／無料

（一社）萩市観光協会
受付時間／９：00～17：00　料金／２～４名様 5,000円～
申込TEL／0838-25-1750　要事前予約

詳しくは観光協会HPで
ご確認ください。

平成25年度文化庁文化芸術振興費補助金
（文化遺産を活かした地域活性化事業）

周遊ガイド
時間／ご希望の時間に合わせます
料金／１ヶ所→2,000円

２ヶ所以上→3,000円
申込／要予約（7日前まで）
NPO萩観光ガイド協会 0838-25-3527

編 集
発 行

維新の里づくり協議会（H25当時、現在解散）
萩まちじゅう博物館文化遺産活用事業実行委員会

維新の
ふるさとを
学ぼう！

四代藩主
吉広公が萩藩

鋳物師郡司家に
命じて造らせた
由緒ある鐘をつく

チャンス！

八江萩名所図画のうち松本河原鋳物司の図
明治25年(1892)　木梨恒充著・山県篤蔵校訂　萩博物館蔵

石
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街道の要の地「松
まつ

本
もと

市
いち

」
月見川の北側は、城下の唐

から
樋
ひ

の札
ふだ

場
ば

から延びる石州街道の分岐点
で、周辺から入ってきた人や荷物が集まる場所としてにぎわい、松
本市と呼ばれていました。馬車が通っていた時代には、馬の蹄をつ
けるための蹄鉄

ていてつ
屋が２～３軒あったり、馬を売買する馬喰

ば く ろ
、呉服屋

や宿屋、魚屋、茶碗屋などが
あったそうです。石州街道は
現在の松陰神社境内の一部を
通った後の三つ辻と呼ばれる
ところで仏坂道と土床道・白
坂道に分岐していました（マ
ップ面赤点線部分）。 御国廻御行程記のうち椿東の図 山口県文書館蔵

参考文献：『幕末長州藩の科学技術』、『吉田松陰と塾生たち』、『幕末明治の人物と風景ー萩博物館所蔵古写真集成（１）』　画像提供：松陰神社、萩博物館、春風文庫 ほか
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このマップは萩まちじゅう博物館の各エリアのおたからを紹介する
マップとしてシリーズで発行しています。詳しくは萩まちじゅう
博物館 おたからWEBサイトでチェック!!

www.city.hagi.lg.jp/site/machihaku/
R７.３（2025）現在




